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58

N
度
初
の
同
和
委
員
会

朋鵬

恣
ｶ
山
委
員
長
を
再
選

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
第
一
回
同
和
委
員
会
は

四
月
十
四
日
、
京
都
・
平
安
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
事
業
計
画
、
要
望
書
等
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
た
。

ω
委
員
長
、
副
委
員
長
選
出
に
つ
い
て

　
委
員
の
任
期
は
二
年
で
あ
る
が
、
委
員
長
、

副
委
貝
田
の
任
期
は
慣
例
に
よ
り
一
年
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
後
任
の
選
出
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
鷲
山
委
員
長
、
蓮
池
、
藪

副
委
員
長
を
満
場
一
致
で
再
選
。
但
し
、
橘
副

委
員
長
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
辞
任
さ
れ
、
後

任
と
し
て
中
村
秀
雄
師
を
選
出
し
た
。

　
ま
た
、
次
期
か
ら
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長

の
任
期
は
、
委
員
と
同
じ
二
年
と
す
る
こ
と
と

　
　
　
　
島
上

　
参
議
院
の
選
挙
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
、
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
夏
の
参

議
院
選
挙
か
ら
新
し
い
制
度
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま

し
た
。

　
地
方
区

は
名
称
が

「
選
挙
区
」

と
変
わ
る

な
っ
た
。

②
五
十
八
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
研
修
会
、
委
員
会
等
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
、
研
修
会
は
九
月
に
比
叡
山
に
於
い

て
開
催
す
る
方
向
で
交
渉
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
委
貝
会
は
年
七
回
開
催
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

㈲
都
道
府
県
仏
の
委
員
会
参
加
に
つ
い
て

　
理
事
会
に
お
け
る
要
望
書
の
取
り
扱
い
の
結

果
を
ま
ち
、
再
度
審
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ω
要
望
書
に
つ
い
て

　
鷲
山
委
員
長
起
草
に
よ
る
原
案
を
も
と
に
討

議
。
理
事
長
宛
に
四
項
目
よ
り
な
る
要
望
書
を

提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
聾
琶
畠
§
7
曇
3
三
8
8

ニ
ル
ン
ゼ
ニ
適
総
務
部
会

τ
8
■
＝
2
3
7
昌
0
■
己
畠
胃
■
7
昌
■
3
7
益
匪
馨
墨
昌
8
學
冒
8
3
■
7
呂
量
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6
畠
一
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8
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唇
厚
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冒
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＆
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「
政
党
名
」
を
書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
に
当
選
者
を
決
め
る
方
法
も
大
き
く
変
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
投
票
が
す
ん
だ
ら
、
政
党

だ
け
で
投
票
方
法
は
こ
れ
ま
で
と
ま
っ
た
く
同

じ
で
す
。
し
か
し
、
全
国
区
は
名
称
が
「
比
例

代
表
」
と
変
わ
る
と
と
も
に
、
投
票
方
法
も
従

来
、
個
人
名
を
書
い
て
い
た
の
が
今
度
か
ら
は

の
得
票
数
を
全
国
集
計
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
票

数
に
応
じ
て
政
党
に
議
席
を
配
分
し
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
際
の
当
選
者
は
各
政
党
が
あ
ら
か

じ
め
提
出
し
て
あ
る
名
簿
の
順
位
に
し
た
が
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
部
会
長
に
三
宅
師

一
第
五
酬
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会
は
、
五
月
十

六
日
午
後
一
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開

か
れ
た
。

　
こ
の
日
は
ま
ず
、
空
席
に
な
っ
て
い
た
部
会

長
に
三
宅
心
戒
師
（
曹
洞
宗
）
を
選
出
、
常
務

理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
交
換
文
書
に
つ
い
て
は

再
度
検
討
し
た
結
果
、
ネ
パ
ー
ル
国
政
府
ル
ン

ビ
ニ
ー
開
発
委
貝
会
に
、
日
本
側
の
案
と
し
て

早
急
に
提
示
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

仏
英
断
の
寺
院
巡
り

　
仏
教
英
語
研
究
会
で
は
、
六
月
四
日
（
土
）

に
、
英
語
説
明
に
よ
る
「
都
内
寺
院
巡
り
」
を

実
施
す
る
。
こ
れ
は
主
に
在
日
外
国
人
を
対
象

と
し
て
い
る
が
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
。
問
い

合
わ
せ
ば
、
〇
三
一
三
四
ニ
ー
六
六
〇
五
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
雷
量
垂
回
雪
買
蚤
画
7

て
決
め
て
い
き
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
「
比
例
代
表
」
選
挙
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
個
人
名
を
書
く
と
無
効
票
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
選
挙
区
」
で
は
個
人
名
、

「
比
例
代
表
」
で
は
自
分
が
支
持
す
る
候
補
者

が
所
属
す
る
「
政
党
名
」
を
書
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
此
の
度
、
自
民
党
幹
事
長
二
階
堂
進
氏

よ
り
、
（
財
）
全
日
本
仏
教
会
理
事
長
本
多
一
一

あ
て
に
党
へ
の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　
加
盟
各
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
旨

よ
ろ
し
く
御
配
慮
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

寺院の貨し出し本に／法話のネタ本、▼■
嗣

▲●
●
一

難元．増欲雄仏教説話大系全蹴馳鰯

　　　※分売可　各巻共3，500円　（分売の場合、索引は別売りとさせていただきます。）

　　膨大な経典を中心に、仏教の影響のもとに生まれた世界の民話、日本文学、児童文学など
　　広範な典籍を、平易な文体で、文学的香り豊かな説話集として大系化した史上初の企画。’
　　童話毎に出典や類話を明示し、こまかい注も付け、専門家の期待に応えられるよう編纂。

■開關盟圏並置璽塵墨霊麗駒す船留一■
一2一

　P　　　　㌧國7　　L一画Lヒ　　　、搏　　　一　　弓－　　置｛　　陰　　一」一号　　一「ρ‘耳；卜Ψ7、犀－「噛四’闇＝彫
　　　　ρ一ら㌔　　　i＿L’乞　μ
や　　’→　b　－　　　　　一暫F　．㌧で、



響
・
ゴ

昭和58年6月1日
全　　　　　仏
第3種郵便物認可

全
仏
の
理
事
会
ひ
ら
く

決
算
、
．
事
業
報
告
を
承
認

　
全
仏
の
理
事
会
は
、
五
月
二
十
六
日
午
後
一

時
か
ら
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

昭
和
五
十
七
年
度
の
事
業
報
告
、
歳
入
歳
出
決

算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
（
詳
細
は
次
号
）

事
業
報
告

、
加
盟
団
体
相
互
の
連
絡
・
提
携
お
よ
び

親
睦
4
・
3
　
黄
桀
宗
万
福
寺
開
山
忌
法
要
参
列

　
　
2
2
　
オ
ラ
ト
リ
オ
日
蓮
発
表
演
奏
会
出
席

5
・
2
2
　
築
地
本
願
寺
伝
灯
奉
告
法
要
参
列

6
・
5
　
妙
心
寺
派
管
長
晋
山
式
参
列

　
　
1
1
　
曹
洞
宗
々
務
総
長
就
任
祝
賀
会
出
席

7
・
2
0
　
福
岡
県
仏
教
連
合
会
総
会
出
席

　
　
3
0
　
全
国
仏
教
保
育
大
会
出
席

8
・
2
　
麻
布
照
海
師
本
葬
参
列

　
　
4
　
香
川
県
仏
教
会
総
会
出
席

9
・
1
8
　
本
願
寺
派
全
戦
没
者
追
悼
法
要
参
列

1
0
・
5
　
埼
玉
県
仏
教
徒
会
議
出
席

　
　
7
　
長
崎
県
豪
雨
救
援
見
舞
金
送
付

　
　
　
　
財
務
担
当
者
会
議
（
関
西
）

　
　
1
1
　
長
野
県
仏
教
徒
会
議
出
席

　
　
1
4
　
財
務
担
当
者
会
議
（
関
東
）

　
　
1
5
　
大
阪
府
仏
教
徒
会
議
出
席

　
　
1
5
～
1
6
　
山
形
県
仏
教
会
税
務
講
習
会
へ

　
　
　
　
講
師
派
遣

　
　
2
5
　
大
本
山
総
持
寺
入
山
式
参
列

　
　
2
8
　
茨
城
県
仏
税
務
講
習
会
へ
講
師
派
遣

11

E
5
．
．
浄
土
門
主
晋
山
祝
賀
会
出
席

12

2　24197

　　　　　3

㌧

　2614

　　　　　　　　　2　　　1

26181493111178
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会
出
席

増
上
寺
法
主
晋
山
式
参
列

栃
木
県
仏
税
務
講
習
会
へ
講
師
派
遣

山
本
杉
先
生
傘
寿
祝
の
会
出
席

真
漢
義
貫
氏
葬
儀
参
列

東
京
都
仏
教
連
合
会
成
道
会
参
列

ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
成
道
会
参
列

埼
玉
県
仏
教
会
新
年
懇
親
会
出
席

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
修
正
会
出
席

全
日
本
仏
教
会
新
年
懇
親
会

東
京
都
仏
常
務
理
事
会
出
席

豊
山
派
管
長
就
任
祝
賀
会
出
席

全
日
本
仏
教
青
年
会
東
京
結
集
出
席

仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式
出
席

総
本
山
長
谷
寺
晋
山
式
参
列

　
2
　
仏
教
教
化
運
動
の
総
合
的
企
画
お
よ
び

促
進
　
毎
月
一
回
「
全
仏
」
誌
発
行

　
「
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
」
等
の
普
及

5
・
2
0
　
仏
教
文
化
会
議
運
営
委
員
会

6
　
1
7
　
文
化
専
門
委
肥
州

　
　
3
0
　
仏
教
文
化
会
議
運
営
委
員
会

1
0
・
1
5
　
仏
教
文
化
会
議
運
営
委
貝
会

　
　
2
2
　
第
十
五
回
日
本
仏
教
文
化
会
議

　
3
、
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
儲
団
体
と
の
連
絡

4
・
1
3
　
日
宗
連
理
事
会
出
席

5
・
2
1
　
日
宗
連
理
事
会
出
席

　
　
2
7
　
1
B
E
C
理
事
会
出
席

　
　
3
1
　
W
C
R
P
日
本
委
員
会
出
席

　
　
　
〈
新
発
売
〉
ご
先
祖
の
喜
ぶ
か
お
り

「
霊
水
香
」
は
、
ご
先
祖
を
偲
び
、
ご
先

祖
へ
の
感
謝
を
あ
ら
わ
し
、
ご
先
祖
を

供
養
す
る
「
水
」
と
「
か
お
り
」
で
す
。

本
品
を
手
桶
の
中
の
水
に
入
れ
、
墓
石

に
お
か
け
し
ま
す
と
、
荘
厳
な
か
お
り

が
広
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
墓
参
の
方
々
に
「
献
香
」
・
「
献
花
」

と
同
様
に
「
霊
水
香
」
の
ご
使
用
を
お
す

す
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
㊦
床
堂
謹
製

●4●
■
ロ
，＝冨≡

【盤呂 ・
膨

げ
ゆ

り9】謄
《特長》●安全●速効●普通物

■3日後に枯らす超速効タイプ。

50坪用

新発売

1袋

≡≡■1鰹≒i塵

口貰：〕り7二一膨ホ藩。割

■芝生に雑草をはやさなくする

　芝生用タイプ。

200坪用

新発売

1袋

＝リレ審團

＝．

《特長》●安全●水なし●長く効く

■水なしで使え、根までも枯

　らし、6ヵ月間雑草の発生

　をおさえる強カタイブ。

3kg入1袋

100坪用

祖先を偲び今日に感謝

株式会社一休堂
東京都千代田区神田美倉町2大恵ビル
　　　　　　　　　　イッキューサン
〒101　電話03（256）1930（代表）

販売元

一3一

h琴”一ﾖ▼蓉
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6
・
1
7
　
文
化
庁
宗
務
課
と
懇
談
会

　
　
1
9
　
日
宗
連
理
事
会
出
席

7
・
6
　
重
要
文
化
財
保
護
等
の
要
望
書
提
出

　
　
2
2
　
日
宗
連
理
事
会
出
席

8
　
1
8
～
2
0
　
部
落
解
放
同
盟
夏
期
講
座
出
席

8
・
2
7
　
部
落
解
放
同
盟
宗
教
部
研
究
会
出
席

9
　
1
　
戦
災
殉
難
者
等
慰
霊
大
法
要
へ
供
花

　
　
1
7
　
日
宗
連
理
事
会
出
席

　
　
1
8
　
反
差
別
国
際
会
議
（
東
京
）
出
席

10

E
1
　
同
宗
連
研
修
会
出
席

　
　
7
　
自
民
党
各
種
団
体
と
の
懇
談
会
出
席

　
　
1
6
　
反
差
別
国
際
会
議
実
行
委
員
会
出
席

　
　
1
8
　
法
人
税
通
達
改
正
へ
要
望
書
提
出

　
　
2
9
　
日
宗
連
理
事
会
出
席

11

E
1
　
宗
政
研
五
周
年
記
念
総
会
出
席

　
　
1
2
　
自
宗
連
理
事
会
出
席

　
　
　
　
埼
玉
県
差
別
戒
名
追
善
法
要
出
席

　
　
1
5
　
庭
野
日
敬
会
長
喜
寿
誕
生
会
出
席

12

E
7
　
反
差
別
国
際
会
議
出
席

　
　
2
0
　
日
面
連
理
事
会
出
席

1
　
1
7
　
包
括
法
人
等
管
理
者
研
究
会
出
席

　
　
2
0
　
W
C
R
P
日
本
委
員
会
出
席

　
　
2
2
　
自
民
党
各
一
々
務
総
長
懇
談
会

　
　
2
9
　
日
宗
連
理
事
会
出
席

　
　
3
1
　
第
五
回
曹
洞
宗
糾
弾
会
出
席

2
・
5
　
立
正
平
成
会
4
5
周
年
祝
賀
会
出
席

　
　
1
9
　
単
三
研
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
出
席

　
　
2
8
　
第
一
回
高
野
山
真
言
宗
糾
弾
会
出
席

3
・
3
　
日
宗
連
理
事
会
出
席

　
　
7
　
W
C
R
P
常
任
委
員
会
出
席

　
　
1
0
　
戦
災
殉
難
者
等
慰
霊
大
法
要
へ
供
花

　
　
1
0
～
1
1
　
W
C
R
P
研
究
集
会
出
席

　
　
1
5
　
同
宗
連
総
会
出
席

　
　
2
5
　
1
B
E
C
理
事
会
出
席

4
、

各
種
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び
青
成

1110　　　　6　　5　　4
25　26　24　23　17　15　27　1　　27　26

　～
国28第都国全全北全同

　　3　12

塘14
同
和
担
当
内
局
者
合
同
会
議

全
仏
大
会
準
備
委
員
会

北
海
道
仏
大
会
実
行
委
貝
会
へ
出
席

全
仏
大
会
幹
事
会
・

全
仏
大
会
幹
事
会

国
際
専
門
委
員
会

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

第
2
9
回
全
仏
北
海
道
大
会

8
　
第
二
回
全
仏
事
和
事
修
市

国
際
専
門
委
員
会

全
仏
事
務
総
局
同
和
研
修
会

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

組
織
専
門
委
員
会

　
5
　
各
国
の
W
F
B
支
部
お
よ
び
各
国
仏
教

団
体
と
の
連
絡

4
・
8
　
W
F
B
執
行
委
二
会
出
席

5
　
1
　
韓
国
花
ま
つ
り
参
列

6
　
1
～
5
　
世
界
仏
教
徒
の
リ
ー
ダ
ー
と
学

　
　
　
　
者
会
議
出
席
（
コ
ロ
ン
ボ
）

　
　
2
3
～
2
7
　
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
招
待

2
　
1
5
－
1
9
　
W
F
B
執
行
委
員
会
出
席

　
6
、
仏
教
お
よ
び
仏
教
徒
に
よ
る
国
際
親
善

お
よ
び
文
化
交
流
の
促
進

3　1210　9

4　2814　7

中
国
宗
教
者
訪
日
代
表
団
と
懇
談
会

タ
イ
国
総
理
府
付
大
臣
が
表
敬
訪
問

ネ
パ
ー
ル
国
王
誕
生
祝
出
席

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
会
長
と
懇
談
会

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
会
長
表
敬
訪
問

　
7
、
各
種
委
員
会
の
開
催

5
・
1
7
　
同
和
委
員
会

　
　
2
0
　
税
務
委
員
会

6
・
8
　
税
務
委
員
会

　
　
9
　
同
和
委
貝
会

8
・
2
　
税
務
宝
貝
会

　
　
3
0
・
税
務
小
委
貝
会

9
・
・
3
．
同
和
委
員
会

　
　
1
4
阿
税
務
小
委
員
会

　
　
箆
税
務
委
員
会

10

E
1
5
　
同
和
委
貝
会

　
　
2
5
　
税
務
委
員
会

n
・
8
．
同
和
委
員
会

　
し
1
2
　
税
務
小
委
県
会

　
、
1
6
　
全
仏
セ
ン
タ
ー
建
設
準
備
委
貝
会

1
2
・
6
　
税
務
小
委
員
会

　
　
2
1
　
税
務
小
委
員
会

1
・
2
4
　
全
仏
セ
ン
タ
ー
建
設
準
備
委
員
会

　
　
％
　
税
務
小
委
二
会

2
・
8
・
同
和
委
員
会

　
　
1
8
　
税
務
小
委
貝
会

3
・
1
　
同
和
委
員
会

　
　
1
4
　
税
務
委
二
会

　
8
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
豊
野
日
本
仏
教
徒
委
員
会

9　7　6　5　4

136211819
3211　121110
15162119176420

ル
ン
ビ
ニ
i
復
興
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
委
員
会

第
一
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教

徒
委
員
会
実
行
委
員
会
お
よ
び
部
会

ル
ン
ビ
五
二
総
務
部
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
広
報
部
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
広
報
部
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
広
報
部
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
募
金
部
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
広
報
部
会

ル
ン
ビ
ニ
！
総
務
部
会

…見代名イ蜜蝋灰，

L第一線活動　東京会場・上野松坂屋・美術画廊

青少年教化　　　　　　　　6月2日～6月7日
1しています。郡山会場・第幸うすい・8階聖域

定です。

会
，幸に矢ロ楽斤闘ネ十

　　　　　　7月6日～7月10日
大阪会場・天満橋松坂屋美術画廊

　　　　　　7月27日～8月2日

第
1
7
回

一…
C

“顧

R

▲孟▼
」

■
■

▲

各宗派管長、大本山貫首を初め仏教界第一線活動
者、文化人の方々のこ染筆を展覧し、青少年教化
活動の資金を募るため毎年各地で開催しています。

右の他、京都・高松などでも開催の予定です。

主催・財団法人　全国青少年教化協議会
後援・読売新聞社・日本テレビ放送網・報知新聞社

一4一
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全　　　　仏
第3種郵便物認可

一
一、
昭和57年度財団法人全日本仏教会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金71，132，316円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金69，003，277円
歳入　予算額　金73，285，000円　　決算額

歳出　予算額　金73，285，000円　　決算額

　　　歳入歳出決算剰余金　金2，129，039円

昭和58年6月1日

歳入歳出決算書

歳入の部

科 目 対 予　　　　　　算

款 項 目
予　算　額 収入済額

収入超過額 収入未済額
1．負　担　金 66，585，000円 63，710，000円 円 2，875，000円

1．各宗派負担金 59，131，000 57，474，000 1，657，000

2．各団体負担金 7，454，000 6，236，000 1，218，000

2．寄　附　金 2，200，000 1，800，000 400，000

1．寄　附　金 500，000 100，000 400，000

2．特別賛助金 1，700，000 1，700，000 0

3．未納徴収金 800，000 2，245，000 1，445，000

4．基金果実 900，000 914，100 14，100

5．雑　収　入 800，000 1，254，866 454，866

6．繰　越　金 2，000，000 1，208，350 791，650

歳 入 計 73，285，000 71，132，316 2，152，684

歳出の部

科 目
予　算　額 支出日額

○増　△減
予算不要額 付　　　　記

款 項 目 流　用　額

1．事務総局費 49，500，000円 49，067，280円 0円 432，720円

1．人　件　費 33，700，000 33，691，514 0 8，486

1．職員俸給 14，000，000 13，808，000 △192，000 0 第3目へ流用
2．諸　　　　給 16，700，000 ・16，496，192 △195，322 8，486 第3目へ流用

3．厚　生　費 2，200，000 2，587，322 0387，322 0 第1、2目より流用

4．退職積立金 800，000 800，000 0

2。事　務　費 8，600，000 8，462，091 0 137，909

1．借館借室費 3，100，000 3」00，000 0

2．通　信　費 1，800，000 1，791，850 8，150

3．消　耗　　品 350，000 349，643 357

4．光　熱　費 1，700，000 1，766，049 0　66，049 0 第7目より流用

5．備　　品　費 600，000 536，000 64，000

6．印　刷　費 700，000 690，270 9，730

7．諸　雑　費 350，000 228，279 △　66，049 55，672 第4目へ流用
3．旅　　　　費 1，800，000 L707，125 0 92，875

4．関西事務局費 2，000，000 2，000，000 0 0

5．渉　外　費 3，400，000 3，206，550 0 193，450

2．総務局費 6，050，000 5，757，486 0 292，514

1．会　議　費 2，000，000 1，905，254 0 94，746

1．理事会費 600，000 598，727 0 1，273

2．評議員会費 200，000 ユ93，500 0 6，500

3．各種委員会費 400，000 379，691 0 20，309

4．諸会議費 800，000 733，336 0 66，664

　共通事項2．　処　弁　費

2，200，000 2，134，588 0 65，412
，

3．時局対策費 1，500，000 1，499，036 0 964

4．調査研究費 350，000 218，608 0 131，392

3．組織局費 5，700，000 6，161，892 0461，892 0

1．組織強化費 4，200，000 4，163，556 △　36，444 0

1．組織強化費 1，200，000 1，168，895 △　31，105 0 第2項へ流用

・・攣譲穫 3，000，000 2，994，661 △　　5，339 0 第2項へ流用

　　，
Q．同和推進費 1，500，000 1，998，336 0498，336 0 第1項第1目第2目よ

阯ｬ用予備費より充当

4．国際文化局費 9，300，000 8，011，229 0 1，288，771

1．国際運動費 3，000，000 2，794，371 0 205，629

1．WFB関係費 1，000，000 989，996 0 101004
　国際仏教2．　交　流　費

700，000 569，570 0 130，430

3．渉　外　費 1，300，000 1，234，805 0 65，195

2．文化会議費 1，400，000 1，038，885 0 361，115

1．文化会議費 1，100，000 813，785 0 286，215

2．紀要作成費 300，ρ00 225，100 0 74，900
3
．
教
化
諸
費
」 400，000 120，740 0 279，260

4．機関紙発行費 4，500，000 4，057，233 0 442，767

5．雑　　　　費 735，000 5，390 0 729，610

6．予　備　費 2，000，000 0 △461，892 1，538，108 第3款、第2項へ充当

歳 出 計 73，285，000 69，003，277 4，281，723

一5一
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幽
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鱒
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士

榊
　
　
　
　
　
護
　
浩

韓
　
　
　
　
　
　
　
　
弁

御
…
　
　
　
問
正

09”09ゆ鯉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

90の
・

榊　

k
質
問
〕
お
檀
家
の
方
か
ら
、
よ
く
お
布
施

榊　
　
の
金
額
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
ま
す
が
、
何
と

韓
ρ
　
答
え
る
の
が
妥
当
で
し
よ
う
か
。
ま
た
葬
儀

齢
ゆ
　
に
が
か
っ
た
費
用
、
墓
地
や
仏
壇
の
購
入
費

φゆ

ρ
　
な
ど
は
相
続
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
と
聞
き
ま

”
φ
　
し
た
が
、
い
か
が
で
し
よ
う
か
。
お
布
施
に

軸
φ
　
つ
い
て
は
、
領
収
書
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も

”
ψ
　
あ
り
ま
す
が
、
何
か
注
意
す
る
点
が
あ
っ
た

の
ψ
　
ら
ご
教
示
下
さ
い
。
　
（
山
形
県
S
寺
住
職
）

”　
　
〔
回
答
〕
お
布
施
の
授
受
は
、
単
な
る
財
貨

”　　

ﾌ
移
転
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
信
仰

“　
　
を
動
機
と
す
る
高
度
な
宗
教
行
為
で
あ
っ
て

御・
　
相
手
方
寺
院
や
僧
侶
の
反
対
給
付
な
い
し
一

”　
　
定
の
宗
教
的
行
為
を
条
件
と
す
る
も
の
で
は

””　
　
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
お
葬
式
や
、
年
忌

φ軸　
　
の
法
要
等
の
お
布
施
も
、
僧
侶
が
与
え
た
法

9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
と
し
て
相
続
税
法
で

施
と
対
価
関
係
に
た
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
債
務
と
同
様
に
取
得
財
産
の
価
格
か
ら

ん
。
お
葬
式
だ
か
ら
お
布
施
は
い
く
ら
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
費
用
を
控
除
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

か
、
初
七
日
の
法
要
だ
か
ら
い
く
ら
だ
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
控
除
で
き
る
葬
式
費
用
は
①
葬
式
若

い
う
も
の
で
は
な
く
、
お
布
施
を
差
し
だ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
は
葬
送
に
際
し
又
は
こ
れ
ら
の
前
に
お

人
の
、
安
心
立
命
、
信
仰
上
の
喜
び
に
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
、
埋
葬
、
火
葬
、
納
骨
又
は
遺
が
い
若

ず
く
全
人
格
的
か
か
わ
り
と
自
己
責
任
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
は
遺
骨
の
回
送
そ
の
他
に
要
し
た
費
用

っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
大
正
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
密
葬
と
本
葬
を
行
う
場
合
に
は
双
方
の
費

年
の
判
決
で
す
が
、
　
「
供
養
の
方
法
は
仏
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
）
、
②
葬
式
に
際
し
、
施
与
し
た
金
品
で

香
華
燈
明
又
は
時
の
果
物
其
他
の
食
物
を
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
人
の
職
業
、
財
産
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら

へ
惑
は
仏
像
仏
堂
を
建
立
し
其
他
仏
に
奉
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
相
当
程
度
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
要
し

す
る
僧
侶
に
衣
食
を
給
す
る
等
、
種
々
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
費
用
、
③
以
上
の
ほ
か
葬
式
の
前
後
に
生

べ
し
と
錐
も
要
す
る
に
供
養
の
功
徳
に
因
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
た
出
費
で
通
常
葬
式
に
伴
う
も
の
と
し
て

成
仏
せ
ん
と
す
る
も
の
」
と
説
示
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
め
ら
れ
る
も
の
、
④
死
体
の
捜
索
又
は
死

も
の
が
あ
り
ま
す
（
法
律
新
聞
第
九
八
六
号

　　

@　

ｨ
布
施
の
「
法
的
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
若
し
く
は
遺
骨
の
運
搬
に
要
し
た
費
用
で

二
五
頁
）
。
お
布
施
の
意
義
に
つ
い
て
注
目
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
葬
式
費
用
と
し
て
控
除
で
き
な
い
も
の

べ
き
判
例
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
一
応
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
、
⑤
香
典
返
れ
い
費
用
、
⑥
墓
碑
及

基
準
が
ほ
し
い
と
い
う
施
主
が
い
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
墓
地
の
買
入
費
並
び
に
墓
地
の
借
入
料
、

事
実
で
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
人
が
、
そ
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
法
会
に
要
す
る
費
用
、
⑧
医
学
上
又
は
裁

の
信
仰
と
は
別
の
、
世
間
一
般
の
常
識
と
か
、

社
会
的
評
価
、
世
俗
的
打
算
を
基
準
の
ま
り
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
上
の
特
別
の
処
置
に
要
し
た
費
用
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
従
っ
て
墓
地
や
仏
壇
は
生
前
に
購
入

こ
ろ
に
し
た
い
と
い
う
あ
ら
わ
れ
で
す
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
お
け
ば
非
課
税
で
す
が
、
亡
く
な
っ
て

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
人
の
信
仰
を
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
贈
暮
し
た
と
き
は
相
続
税
が
か
か
り
ま

題
に
し
、
信
仰
者
の
き
び
し
い
自
己
責
任
を

問
い
か
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
続
税
の
課
税
価
格
か
ら
控
除
す
る
こ
と

　
と
こ
ろ
で
、
葬
式
費
用
は
、
相
続
開
始
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
き
る
葬
式
費
用
は
、
相
続
人
で
あ
る
施

伴
う
必
然
的
な
支
出
で
す
の
で
、
相
続
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
が
相
続
税
を
申
告
す
る
と
き
に
税
務
署
に

課
税
価
格
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
社
会
通
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

把
握
さ
れ
ま
す
。
最
近
あ
ち
こ
ち
の
寺
院
で
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

税
務
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
必
ら
ず
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
税
務
職
員
は
、
施
主
が
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

お
寺
に
支
払
っ
た
葬
儀
代
の
資
料
を
も
つ
て
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

い
ま
す
。
お
寺
に
記
帳
さ
れ
て
い
る
数
字
が
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

施
主
の
申
告
時
の
数
字
よ
り
低
い
と
一
体
ど
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

ち
ら
が
本
当
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
気
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

ず
い
思
い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

れ
が
原
因
で
寺
檀
紛
争
に
発
展
す
る
と
い
う
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
9

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ
◎

防
止
す
る
た
め
に
、
寺
院
側
で
必
ら
ず
領
収
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

書
を
発
行
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

す
。
冒
頭
に
述
べ
た
お
布
施
の
性
格
か
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

て
領
収
書
を
発
行
す
る
こ
と
を
心
よ
し
と
し
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
9

な
い
御
住
職
の
気
持
も
わ
か
り
ま
す
が
、
現
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

代
社
会
に
お
い
て
は
、
金
銭
の
流
れ
を
把
え
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
ψ

る
こ
と
に
よ
り
人
や
団
体
の
活
動
成
績
や
財
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

政
状
態
を
知
る
シ
ス
テ
ム
が
、
と
ら
れ
て
お
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

り
、
領
収
書
は
こ
の
金
銭
の
流
れ
を
証
明
す
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

る
重
要
な
賢
愚
で
す
か
ら
、
領
収
書
を
発
行
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
現
代
社
会
の
シ
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

ス
テ
ム
に
な
じ
ま
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　
と
こ
ろ
で
お
布
施
の
領
収
書
は
必
ら
ず
、
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

寺
院
名
で
発
行
し
て
下
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
ゆ

お
布
施
は
寺
院
収
入
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
9

と
な
っ
て
住
職
の
個
人
収
入
と
は
さ
れ
ず
所
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
又
、
そ
う
す
れ
ば
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

当
然
、
収
入
印
紙
も
不
用
で
す
。
時
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

実
際
の
数
字
よ
り
多
い
領
収
書
が
ほ
し
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

い
う
不
届
き
な
施
主
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

す
が
、
事
実
と
異
な
る
も
の
は
絶
対
に
出
し
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ
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；
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…
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；
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◆
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一
；
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6
…
◎
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…
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6
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寺
院
の
起
源

Q
　
寺
院
の
起
源
は
？

A
　
寺
院
の
起
源
を
論
ず
る
と
き
、
美
術
史

家
、
建
築
史
家
の
説
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ャ
ン

タ
・
エ
ロ
ー
ラ
等
の
石
窟
寺
院
を
念
頭
に
置

き
つ
つ
、
仏
塔
崇
拝
、
仏
像
の
有
無
な
ど
に

言
及
し
、
廟
（
チ
ャ
イ
ト
ヤ
）
と
僧
房
（
ヴ

ィ
ハ
ー
ラ
）
の
別
が
あ
る
と
い
う
の
が
常
識

的
説
明
の
よ
う
で
あ
る
。
な
る
程
遺
跡
、
遺

物
の
現
状
か
ら
見
れ
ば
そ
う
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
し
か
し
仏
教
者
の
立
場
と
し
て
は

　
」
　
決
し
て
そ
れ
で
は
十
分
で
な
い
こ

　
　
　
　
と
に
注
意
し
た
い
。
寺
院
の
起
源

　
　
　
　
は
仏
在
世
時
に
あ
り
、
そ
れ
は
決

　
　
　
　
し
て
仏
像
や
仏
塔
を
拝
む
場
処
で

　
　
　
　
は
な
く
、
お
釈
迦
さ
ま
と
共
住
し

　
　
　
　
て
、
お
釈
迦
さ
ま
に
親
し
く
接
触

　
ロ
コ．
，
画
　
す
る
場
処
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
天
竺
五
山
の
有
無
は
別
と
し
て
も
、

　
　
　
　
最
初
期
の
寺
院
と
い
わ
れ
る
竹
林

（
園
）
精
舎
、
祇
園
精
舎
、
大
林
精
舎
の
い

ず
れ
も
が
園
林
轟
冨
の
名
を
冠
し
て
い
る
の

は
、
叢
林
が
決
し
て
衆
僧
の
た
と
え
で
は
な

く
、
園
林
に
営
な
ま
れ
た
精
舎
が
即
ち
寺
院

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
の
砥
園
精
舎
趾
に
詣
で
た
こ
と
の

あ
る
者
な
ら
誰
で
も
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。
香
房
と
よ
ば
れ
た
お
釈
迦
さ
ま

の
居
室
の
あ
と
を
拝
す
る
と
き
、
こ
こ
に
あ

の
仏
陀
釈
尊
が
ま
し
ま
し
た
の
か
と
い
う
打

ふ
る
え
る
よ
う
な
感
慨
を
。
正
に
寺
院
の
起

源
は
僧
の
一
人
で
は
あ
っ
た
が
、
絶
待
特
別

の
人
格
、
仏
陀
と
認
め
ら
れ
た
お
釈
迦
さ
ま

と
弟
子
た
ち
の
共
闘
の
場
処
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
単
な
る
木
像
、
石
像

を
拝
む
場
処
で
は
な
い
。
成
仏
の
可
能
性
に

各
人
各
様
の
思
い
を
抱
き
つ
つ
も
、
僧
侶
が

集
会
し
、
経
行
し
、
質
問
し
、
応
答
を
受
け

る
場
処
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
後
世
中
国
や
日
本
の
寺
院
が
既
に
歴
史

的
、
地
域
的
な
変
遷
を
経
た
上
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
仏
教

者
と
し
て
は
寺
院
の
性
格
の
中
に
、
こ
の
最

初
期
寺
寺
院
の
あ
り
方
を
常
に
念
頭
に
置
く

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
美
術
史
家
、
建
築

史
家
が
宗
教
家
で
は
な
い
以
上
彼
等
が
寺
院

の
起
源
を
確
か
め
ら
れ
る
遺
蹟
、
遺
物
か
ら

始
め
る
の
は
止
む
を
得
な
い
。
だ
が
仏
教
者

ま
で
が
そ
の
論
に
加
っ
て
し
ま
っ
て
は
寺
院

は
形
骸
と
化
す
る
ほ
か
は
な
い
。
入
院
に
塔

を
置
き
、
仏
像
を
配
し
、
チ
ャ
イ
ト
ヤ
と
ヴ

ィ
ハ
ー
ラ
を
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
僧
侶

や
信
者
た
ち
に
は
、
叢
林
に
営
な
ま
れ
た
生

動
す
る
寺
院
の
記
憶
と
知
識
が
よ
り
鮮
烈
に

あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

　
寺
院
の
起
源
は
如
上
の
意
味
で
、
今
日
の

寺
院
の
あ
り
方
に
も
か
か
わ
り
を
持
つ
問
題

で
あ
り
、
お
こ
が
ま
し
い
が
住
職
は
本
尊
仏

を
拝
む
存
在
で
あ
る
と
共
に
、
何
等
か
の
意

味
で
香
房
に
ま
し
ま
す
釈
尊
の
役
目
を
果
す

役
割
を
担
っ
て
い
る
存
在
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
文
化
専
門
委
員
　
若
林
隆
光
）

点火が簡単、半永久的に使用できる

「火宝」は、ご仏壇・お墓参りの御燈明用マッチとしてふさわしい優れた特徴をも

つ、安全で便利なマッチです。落ちついたデザインで色も黒の他6色、お名前・ご

紋を入れる事も可能です。ご落慶・祭事・行事の記念品にもご利用下さい。

一般家庭用
定価1：318禺1：器隅各租

　　　　　　　送料350円

寺院用（軸が1m迄伸
長、ローソク火消し付）

定価2，800円

◎特　　長

1．軸の燃えかすがでないので、

　　ご仏壇のまわりを汚しませ

　　ん。

2．軸が長いので、ゆとりをも

　　ってこ灯火できます。

3．わずかなオイルの補給で、

　　半永久的に使えます。

4．水に濡れても、長期間保存

　　しても大丈夫です。

　　　一点火樺

　　　』

　　　　　発火石
不体

東京都中央区日本橋浜町2－Il－2　日本
橋中央ビル　〒103倉03（668）7811（大代）

株式会社臼お間合せ

お申込先

一7一

d　　、㍗鴨・マ．曽－τ㌔哩“｛

巾　7　　　コr、
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…

　
　
…

　
　
…　
　
…
　
　
　
「
般
若
理

　
　
一

　
五
月
十
日
午
後
六
時
か
ら
、
東
京
の
日
比
谷

公
会
堂
で
「
世
界
仏
教
音
楽
祭
－
精
神
宇
宙
2
1

世
紀
へ
の
出
発
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
世
界
仏
教
音
楽
祭
は
仏
教
伝
道
協
会
音
楽
普

及
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
同
協
会
設

立
十
五
周
年
と
、
「
仏
教
聖
典
」
頒
布
百
万
部
突

破
と
を
記
念
し
て
、
一
昨
年
か
ら
広
く
一
般
に

作
品
を
募
集
し
て
き
た
。
こ
の
日
は
、
第
一
次

審
査
を
通
っ
た
次
の
五
曲
が
演
奏
さ
れ
た
。

　
1
、
身
↓
O
↓
工
国
℃
ご
山
国
『
＞
Z
U
（
浄
土

　
　
　
へ
入
る
）
　
作
曲
・
男
O
O
図
輿
O
＞
労
国
0
ゆ
0
2

「
世
界
仏
教
音
楽
祭
」
ひ
ら
く

美
璽
豊
擾
局
　
録
募
≦

　
　
　
　
　
1
一
（
五
月
）
一
1

　
九
日
　
全
日
大
会
準
備
委
員
会

　
十
日
　
日
宗
連
理
事
会

　
　
　
法
律
相
談
室

　
　
　
世
界
仏
教
音
楽
祭
出
席

十
三
日
　
局
内
会
議

十
六
日
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
三

十
七
～
二
十
一
日
　
日
米
宗
教
者
協
議
会

十
九
～
二
十
一
日
　
韓
国
花
ま
つ
り
参
列

二
＋
日

二
＋
四
日

二
＋
五
日

二
十
六
日

　
三
十
日

税
務
委
貝
会

文
化
会
議
運
営
委
員
会

法
律
相
談
室

全
仏
大
会
準
備
委
員
会

理
事
会

同
和
委
員
会

昭
和
五
十
八
年
六
月
一
日
発
行

趣
交
響
曲
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
が
一
位
入
賞
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
2
、
白
骨
の
御
文
章
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ごあいさつ

　平素は全日本仏教会のため何かと多大の御支援、御協力

を賜わり厚くお札申し上げます。

　さて第14回世界仏教徒会議インドネシア大会は本年12月4

日より5日間首都ジャカルタにて開催されることになりました。また

WFB（世界仏教徒連盟）本部、及びインドネシア仏教会の御

好意により、私は当大会の来賓として参加することとなりました。

　そこで、本会ではこの大会を記念して大会開会式参加後、

世界的なボロブドール仏教遺跡を巡拝し、南海の楽園といわ

れるバリ島をめぐるツアーを計画致しました。

　つきましてはこの絶好の機会に皆様多数お誘い合わせ、ご

参加下さるようお願い申し上げます。　　　　　　　合掌

　　　　　　　　　　　財団法人　全日本仏教会々長

金子　日威

（財）全日本仏教墨画企

旅行主催《召箭游行⑤
　　　　　　赤坂海外旅行・団体旅行センター
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